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気をつけましょう 
夜間の温度は４度以上に 

鶏は暑さより寒さに強い動物ですが、快適な温度は

12～20℃ですので、防寒施設は欠かせません。 

こまめに換気、採光調節を 

換気不良、採光不良は最も悪いことです。１日１回

調節するだけでは不十分、風の状況、気温の状況の

変化に伴なって、こまめに調節を心がけましょう。 

粒餌のまき餌を１日１羽 10 グラム程 

産卵と体力維持のためカロリーの高い穀類の割合

を増やし、又粒餌を１日１羽あたり 10グラム程ま

き餌にしてやりましょう。 

感冒とコリーザに万全の対策を 

冬の疾病は、防寒保温のため、歓喜不良や隙間風が

誘因となることが多いのです。 

 
養 鶏  

舎温は５度以下に下げないように 

牛乳をよく出させる為には舎温 10～13℃が理想。酷

寒時の夜間でも舎内で水が凍るようでは駄目。出来う

れば５～８℃の舎温に保ようにしましょう。 

カロリーの高い澱粉質飼料を増そう 

寒さで体温がうばわれるのを防ぐための大麦、トウモ

ロコシ等のカロリーの高い飼料をいつもより多く与

えてＴＤＮの増給をしましょう。 

飲水は 10℃以上に温めてから 

冷めたい水は体温までに温めるまでに余分のカロリ

ーを失います。 

乳腺や乳頭はよくふいてから 

乳房や乳頭が荒れて搾乳を嫌がるようになる季節で

す。搾乳の前後にはよく乾いた布で水分をとり、予防

薬をぬりましょう。 

１日２時間の日光浴を 

冬は舎飼いし勝ちで運動不足になり、繁殖障害、肝臓

機能障害を起す。 

牛乳は零下 0.6度で凍結します。 

酪 農 
生 活 

簡単なものでも簿記をつける習慣を 

生活の方向を知るためには毎日の金銭の出し入れ

を記録する習慣が大切です。一年の締めくくりをす

るのも、未来の設計をためるのにも毎日の記帳が元

です。毎日つければそんなに面倒なものでもないで

しょう。 

生活にけじめを、時間を経済的に 

１～２月は正月気分で生活がみだれがちになりま

す。生活の規律は自分で守ることです。我々の習慣

に時間を“ただ”とみるくせがあります。近代生活

は時間も金です。財布だけの損得でなしに労力の損

得も考えましょう。 

健康にまさる富はなし 

私達の食事は全カロリーの７割も澱粉質です。蛋白

質の摂取量を多くして健康を保ちましょう。風邪そ

の他の病気も一寸した不注意が元です。 

養 豚 
分娩直後の凍死を防ぎましょう 

冬の分娩は子豚が凍死をすること、又生き残っても尾

が凍傷のため落ちることがあります。予定日の数日前

から夜間は豚房と便所の間の扉を閉め、又子豚の肢蹄

がもつれないよう敷わらを短かく切っていつもより

多く入れてやりましょう。 

子豚の保温と火災予防に気をつけましょう 

哺乳中の子豚は生後 20 日頃まで保温してやるのが常

識です。赤外線ランプ 100～250Ｗを使って保温しま

すが、器具が不完全なため火災を起す農家がありま

す。完全な設備と器具を使って保温すると共に火災予

防は十分に。 

母豚にはビタミンとカルシウムを 

ビタミンＤとカルシウムが不足しますと、哺乳子豚の

体が白く貧血症状を現し、下痢を起し易くなります。

出来るだけ青草を与える工面をし、特に哺乳母豚には

ビタミンＤ剤やカルシウムを補給しましょう。 

日光浴と運動を 

運動不足と肢蹄不良を防ぐため、晴れた日には外に出

すよう心がけよう。 

 


